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流体の渦運動は 100 年以上に渡 り鰯究の対象とな っ て きた．なかで も葬圧鰡性で歡逸の 小さな Euler流体は

樋めて単餽な驪遮の運勸方狸式か ら飴 っ て ， 二 次元 においてさえ 多糠な空購的欄適と勸的特性を示すた珍 ， 解斬

の 手法も禽めて，今もなお活発に展囲 申の縢矚である．こ の 二次元Euler流体と全 く鬪 じ方程式に従うもの とし

て ， Ex8 ドリフ ト運勦を行うGuiding　Centerプラズマ の 二 次元運動がある．

長い 円爾状の 分布を した飃子の集國におい て は ， 円簿中心 に向う自己躍壗によ opgx8 ドリ 7 トが発生 し ， 餾

子辭はほぼ鰯体的に自転する。こ の 運勦に鉾う R レンツカが騨電斥力 ・逮心力と釣合っ て ， 円箇状の驪子群 は濁

糸と して 雛持される．この ような渦糸が 2 本以上ある埋禽は ， それぞれの 糸の外部に広が る電墹によ e）Ex8 ド

リフ トが驍起され ， 渦糸は互 い の まわりを公転する こ とになる。こ の 罵憶は竃荷を持たな い流体の遼産囓を螺介

とした渦間相亙作用 と數学的に籥緬である n 方穆式としては鬪 じ形であるが ， 流体理験で は斂学酌衰現にとど家

りがちで あ っ た齷念の多くを ， プラズマ 濁においては物理的奚鯵として掘邇 し畍灘する ことができる．

非中性 プラズマ に お い て は ， 渦 運動の 代袈時鬮に比べ て粒子閥の衝突時鬮が畏 く， か っ 閉込め時間が衝突鋳糊

よ り遥かに驫い．こ の ため渦運勲に鬮 っ ても ， 巨視的糲造変化の中に組込まれた粒子の無衝突運動過 狸 ， 騙 い敵

逸による巨鬱的槻造の綴やかな慶化と粒子輸遊 との 闘係鱗が豪踏 の 驃鬮 として毀定される e マ ク圃 な鵬造の震嬲

がミクロ な運勦に及す影響及びその反作繭を辭緬に検齶ずる こ とは，プラズマ おける興常鑰送を鍵え鹽す糸口 に

もな り御る．

　こ の ような視点か ら鸛礎巽験を行うために ， ge大　19 驪まで の渦糸を独立に勢生する飃子源を作成した。こ れ

にょ り輿窒中に離融した渦糸閥の相互作用や ， 空闘を濁た した蒭景渦の中の躍敞濁の運動 ・相互作用 の巽験が綱

巒され た 犠態で 霙行可能 とな っ た，1とelの購灑にてその遼報をお伝えする．
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　翼空中に二 つ の渦糸を醗置した場台、渦糸は互いの電場による thtB

ドリフ トによサ互 い の周 りを公 転しつ つ 、長時間にわたり安定に存在する 。

この 運勵 は渦 糸の運動方程式か らの計算諾果と良く
一

致 する。渦糸の

数を更に 増すと渦 糸は相互作用を行い つ つ 勵きまわる。
こ れ は運 動方

程式に より舘述できるが、対称性を低下 させ たり渦數を増すごとに不確

定性が墸大する。 しかし長時間 にわた り渦 糸は分離された状態 に 在る。

　菁鬣に薄い電子プラズ マ による低 レペ ル の 渦 が速繞的 に 存在すると

渦糸の 運勵は翼空中におけるそれとは大きく異なる。 背景プラズマ の渦

度（  密度）が 十分に大きな場合に は、二 つ の 渦糸は急激に互 い の距

離を狭め 、 合体する。一方、背景プラズ マ の 渦度が低くなるにつ れ、相

互間距離の狭まる速度は滅少し、渦糸間の 距離がある程度まで接近 し

たところで安定化 する現象が見 られる。 こ の過程は
一

体化まで の 時間

ス ケ
ール が画突等の散逸 時間よりもはるか に 短い こ とか ら、 簗団運勵

に よるもの と考えられる 。 これらの現象を全 て説明で きる理論モ デ ル は

まだ無く、 その 機構に つ い て は検討中で ある。
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